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学校教育目標 「自らの未来を切り拓く，心豊かな生徒を育成する」 

 

 
第６８回 卒業証書授与式 

 ３月１５日（木）に第６８回卒業証書授与式を挙行しました。当日は，春の陽光が降り注ぐ新しい門

出にふさわしい暖かな 1 日でした。173 名の卒業生の皆さん一人一人に卒業証書を授与しました。卒

業証書を受ける卒業生の表情は，きりっと引き締まっていい表情でした。最後の卒業の歌「旅立ちの日

に」は，声量も大きく，男女のハーモニーも美しく，聞いていて感動を覚えました。涙して声を出す卒

業生もいました。3年間の中学校生活がよみがえり，感極まったようでした。卒業後は，自分の信じる

道を自信と勇気をもって歩んでください。卒業生に幸多かれと願っています。 

式辞の一部を以下にのせておきます。 

門出にあたり，皆さんに二つの話しをしたいと思います。 

一つ目は，「常識を疑うこと」です。例えば，問題は与えられるものと考えていませんか。「問題は与えられるものであ

る」このことも常識だとされてきました。与えられた問題に間違いをせず正解を導き出すことがよいとされてきました。

常に素早く「正しい答え」を求められてきました。しかし，めまぐるしく激動する現代の社会を与えられた問題に答える

だけで乗り切ることは可能でしょうか。答えは「ＮＯ」です。ですから常識を疑って，自分で問題を発見し，解決方法を

自分で探究し，答えを導くことが必要なのです。与えられた問題を解くほうが楽かもしれませんが，常識を疑って，予測

不可能な未来に向けて自分で問題を発見する習慣を身につけてください。次に「成長主義が社会を豊かにする」このこと

も常識だとされてきました。しかし，どうも疑わしいところがあります。情報機器が発達した現代社会では，情報は瞬時

に世界を駆け巡ります。キーワードは「いつでも，どこでも，誰にでも」でグローバルにつながることができます。常識

を疑って，時には「今だけ，ここだけ，あなただけ」も必要だと感じます。対話を進める上で，無限に範囲が広がるのは

デメリットも大きいです。範囲をしぼった対話が心を豊かにすることもあります。対話を進める時に自分の意見をていね

いに主張することは大切ですが，同時に他者の価値観を認め，他者の主張もじっくり聞いて，気持ちに寄り添うことも大

切です。そして，深く考え，じっくり時間をかけてお互い納得がいく答えを導き出していってほしいものです。 

二つ目は，「自分自身の人生を自分自身の力で切り拓いてほしい」ということです。歌手の中島みゆきさんが作詞，作

曲した「宙船」という曲があります。歌詞の中に「その船を漕いでゆけ おまえの手で漕いでゆけ おまえが消えて喜ぶ

者に おまえのオールをまかせるな」というフレーズがあります。歌詞のように自分自身の人生は，自分自身が決めるも

のです。他人が決めた道を歩いていくのでは豊かな人生にはなりません。人生のオールを他人に任せてはだめなのです。

しかし，人生を歩んでいく中で苦境におちいり，もうだめだといやになって，逃げだした方が楽だと思うこともあるでし

ょう。その時にその人物の真価が問われるのです。逃げ出すことはいつでもできます。苦境になった時は，もう一度自分

自身の力で粘ってほしいのです。粘って，もがいている間に何かアイデアをひらめきよい方向に向かうこともあります。

大切なことは，自信と勇気をもってチャレンジを続けることなのです。現状維持は，

退化の始まりです。現状に満足することなくチャレンジを続けてください。そして，

忘れてはいけないことは自分自身を支えて，力になってくれている周囲の方々への

感謝の気持ちを持ち続けることです。オールを他人に任せることなく，豊かな人生

を切り拓いていってほしいと強く願います。実りある人生航路にしてください。

「日々是好日」を実感してください。           （裏へ続く） 



修了式 
本日３月２０日（火）は，１・２年生の修了式を行いました。１年間の締めくくりです。４月からは

２年生，３年生に進級します。修了式にあたり，私から全校生徒の皆さんに「学び続けることの大切さ」

と「好奇心を持ってほしいこと」をお話ししました。まず，１年間を振り返ってみて学び続ける気持ち

を持てたでしょうか。学び続けることは，決して楽なことではありません。しんどいことの方が多いで

す。しかし，学び続けることで発見できることがあります。知らなかったことがわかることで新たな問

題に出会います。その問題の解決方法を探究することでまた新たな発見ができます。新しい学年でも学

び続ける気持ちを忘れないでください。次に，「好奇心を持ってほしいこと」です。特に知的好奇心で

す。好奇心を持つことで視野が広がりますし，新たな自分に気づくこともあるでしょう。好奇心を眠ら

せておくのはもったいないです。 

春休みは，来年度１年間の助走期間です。新しい学年に向けて目標を決めましょう。目標は長期の目

標と短期の目標に分けるとわかりやすいです。短期の目標を一つ一つ達成していけば，長期の目標達成

につながっていきます。規則正しい生活を送って，春休みを有意義に過ごしてください。 

 

今後の予定 
・3月30日（金） 離任式 ９：００開式 （８：４５に体育館に集合） 

・4月 6日（金） 着任式，始業式 

・4月 9日（月） 入学式 １４：００開式 

 


